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7月10日：第36回武田の里にらさきサッカーフェスティバル
韮崎スポーツクラブの選手の皆さん

8月11日は『山の日』
登ろう！ 学ぼう！       韮崎の自然と文化



　
平
成
28
年
か
ら
8
月
11
日
が
「
山
の
日
」
と
な
り
国
民
の

祝
日
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
26
年
6
月
に
南
ア
ル
プ

ス
が
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
登
録
さ
れ
て
か
ら
2
年
が
た

ち
ま
し
た
。

　
最
近
で
は
、
自
身
の
健
康
を
考
え
登
山
を
目
的
に
韮
崎
に

訪
れ
る
方
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
、
本
市
が
誇
る
自
然
あ
ふ
れ
る
山
々
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

今
月
号
で
は
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の

南
ア
ル
プ
ス
や
韮
崎
の
山
々
を

あ
ら
た
め
て
紹
介
し
ま
す
。

　
8
月
は
皆
さ
ん
も
韮
崎
の
山
に

挑
戦
し
、
自
然
や
文
化
に
触
れ
て
み
ま
せ

ん
か
。

8
月
11
日
は
「
山
の
日
」

登
ろ
う
！
学
ぼ
う
！

韮
崎
の
自
然
と
文
化
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。
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コ
エ
コ
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ア
ル
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ス
や
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介
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。
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は
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自
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に
触
れ
て
み
ま
せ

ん
か
。

韮崎市が誇る山々をご紹介 !!韮崎市が誇る山々をご紹介 !! 　鳳凰三山は日本百名山にも選ばれており、
古くは鳳凰山と呼ばれ信仰の山として開山
さ れ ま し た。 現 在 で は 地 蔵 岳（ 標 高
2,764m）、観音岳（標高 2,840.4m ）、薬
師岳（標高 2,780m）の三山を総称して「鳳
凰三山」と呼ばれています。これらは、甲
斐駒ケ岳と同様に花崗石から構成され、地
蔵岳山頂の尖塔状のオベリスクに代表され
る岩塔や砂礫斜面などの独特な地形、岩山
を形成しています。
　地蔵岳にある石地蔵を 1 体を持ち帰り、
家に祀っておくと子宝に恵まれるという言
い伝えがあります。子供が授かったらその
お礼に石地蔵を 2 体にして賽の河原に返す
という風習がありました。一時は 100 体を
超える石地蔵があったと言われています。

　茅ヶ岳（標高 1,703.6m）は、山梨百名
山の 1 つであり、「日本百名山」の著者で
ある深田久弥氏終焉の山として知られてい
ます。登山口となる深田記念公園には、氏
直筆の「百の頂に百の喜びあり」の言葉が
刻まれた記念碑があります。
　登山道の途中で、緩やかな坂から急坂に
変わる地点に、「女岩」と呼ばれる巨大な岩
が立ちはだかっています。現在では、落石
等の危険により立入禁止となっており、女
岩周辺を迂回するルートとなっております。
　頂上からは、富士山や南アルプスの山々
が一望できます。

　山梨百名山の 1 つでもある、鳳凰三山の
中腹に位置する甘利山（1,73.4m）は、甘
利山グリーンロッジからの登山口から頂上
まで 30 分程度で行くことができる手軽な
ハイキングコースとして親しまれています。
　6 月中旬から下旬にかけて約 15 万株の
レンゲツツジが山頂一帯を真紅に染め、初
夏から秋にかけても季節の様々な花が咲き
誇ります。また、山頂からは富士山をはじ
め、八ヶ岳や鳳凰三山の大パノラマが広が
ります。

鳳 凰 三 山

地蔵岳の頂上の様子

茅　ヶ　岳

新府桃源郷からの茅ヶ岳

甘　利　山

甘利山から見る富士山とレンゲツツジ
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ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
と
は

　
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
正
式

名
称
は
生
物
圏
保
存
地
域
と
呼
ば

れ
、
世
界
で
は
1
2
0
か
国
、

6
6
9
地
域（
平
成
28
年
3
月
現

在
）
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
と
は
、

生
態
系
の
保
全
と
持
続
可
能
な
利

活
用
の
調
和
（
自
然
と
人
間
社
会

の
共
生
）
を
目
的
と
し
て
、
ユ
ネ

ス
コ
が
開
始
し
た
事
業
で
、
地
域

の
自
然
と
文
化
を
守
り
な
が
ら
、

地
域
社
会
の
発
展
を
目
指
す
取
り

組
み
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
1
9
8
0
年
に

『
志
賀
高
原
』
や
『
白
山
』、『
大
台

ケ
原
』、『
大
峯
山
』、『
大
杉
谷
』、

『
屋
久
島
』、『
口
永
良
部
島
』、

2
0
1
2
年
に
宮
崎
県
の
『
綾
』、

2
0
1
4
年
に
福
島
県
の
『
只

見
』、
山
梨
県
・
長
野
県
・
静
岡
県

の
『
南
ア
ル
プ
ス
』
の
7
か
所
が

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク	

	

3
つ
の
機
能

　
自
然
を
守
り
な
が
ら
、
地
域
社

会
の
発
展
を
目
指
す
た
め
に
、
ユ

ネ
ス
コ
か
ら
以
下
の
機
能
を
持
つ

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
保
存
機
能（
生
物
多
様
性
の
保
存
）

　
人
間
の
干
渉
を
含
む
生
物
地
理

学
的
区
域
を
代
表
す
る
生
態
系
を

含
み
、
生
物
多
様
性
の
保
全
上
重

要
な
地
域
で
あ
る
こ
と
。

②
学
術
的
研
究
支
援

　
持
続
可
能
な
発
展
の
た
め
の
調

査
や
研
究
、
教
育
・
研
修
の
場
を

提
供
し
て
い
る
こ
と
。

③
経
済
と
社
会
の
発
展

　
自
然
環
境
の
保
全
と
調
和
し
た

持
続
可
能
な
発
展
の
国
内
外
の
モ

デ
ル
と
な
り
う
る
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
。

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク	

	

3
つ
の
地
域

　
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
3
つ

の
機
能
を
相
互
に
強
化
す
る
関
係

を
築
き
、
さ
ら
に
こ
の
機
能
を
果

た
す
た
め
の
3
つ
の
地
域
を
設
定

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
核
心
地
域

　
貴
重
な
動
植
物
の
生
息
地
を
有

し
、
国
立
公
園
の
特
別
保
護
地
区

な
ど
、
自
然
環
境
を
守
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
一
番
大
切
な
地
域
。

②
緩
衝
地
域

　

人
が
関
与
す
る
自
然
地
域
で
、

適
切
な
保
護
や
管
理
を
し
な
が
ら

環
境
活
動
や
、
観
光
、
レ
ジ
ャ
ー

な
ど
に
利
用
で
き
る
地
域
。

③
移
行
地
域

　

人
が
暮
ら
し
を
営
ん
で
お
り
、

自
然
を
守
り
な
が
ら
社
会
活
動
や

企
業
活
動
に
よ
り
地
域
社
会
の
発

展
を
目
指
す
地
域
。

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
と
は

甘
利
山
倶
楽
部
と
は

　

私
た
ち
甘
利
山
倶
楽
部
は
、

甘
利
山
に
咲
く
花
や
植
物
を
シ

カ
か
ら
守
る
た
め
に
シ
カ
避
け

の
柵
を
取
り
付
け
る
等
、
甘
利

山
の
自
然
を
守
り
、
次
の
世
代

に
残
す
た
め
の
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

　
甘
利
山
と
い
う
と
レ
ン
ゲ
ツ

ツ
ジ
が
有
名
で
す
が
、
そ
の
他

に
も
様
々
な
動
物
や
植
物
が
生

息
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
も

甘
利
山
に
足
を
運
ん
で
も
ら
い
、

直
接
自
然
と
ふ
れ
あ
い
、
自
然

に
対
し
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、

自
然
の
大
切
さ
を
体
験
し
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。そ
し
て
、未

来
の
子
ど
も
達
に
豊
か
な
自
然

が
残
る
甘
利
山
の
姿
を
見
せ
る

た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
し

て
い
き
ま
す
。

甘利山倶楽部の皆さん

韮崎市での主な活動

　南アルプスがユネスコエコパークに登録され、
これを契機に、有識者や地域の関係者等で組織す
る地域推進協議会を設立しました。設立を記念し、
昨年の 5 月に講演会を開催しました。

　甘利山の美しく豊かな自然を守り、大自然が私
たちに与えてくれる「夢と感動」を次の世代に継
承するため、市や甘利山倶楽部、ボランティアの
皆さんにより毎年 10 月に草刈りなど清掃活動を
実施しています。

「韮崎市地域推進協議会」 「甘利山クリーン大作戦」
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中央自動車道
穂坂自然公園

韮崎 IC

穂坂小学校

昇仙
峡ラ
イン

文

Photo:Sho FUJIMAKI

■参加資格
　健康に自身のある方。小学生以下は保護者同伴で参加してください。
■参 加 料　無料（参加賞あり）
■持 ち 物　飲み物やタオル。その他必要なものは各自ご持参ください。
※ 新たに整備するトレイルランニング練習コースは、一部未完成のため、今回のプレイベントでは、既存の散

策路を使用する箇所もあります。

国民の祝日『山の日』制定記念事業国民の祝日『山の日』制定記念事業

プレイベントのご案内プレイベントのご案内

Sunrise Training
～世界で活躍するトレイルランナー　山本健一氏監修～
太陽の里・穂坂に “トレラン” コースがプレオープン

開催
サンライズ トレーニング

プレ
イベント

　韮崎市は世界文化遺産の富士山やユネスコエコパークに登録された南アルプス、日本百名山の著者・深田久
弥氏終焉の地として知られる茅ヶ岳、八ヶ岳といった名だたる名峰に囲まれた、山岳景観に恵まれたまちであ
ることから、国民の祝日「山の日」制定を記念して、穂坂自然公園内に 1 周約 5km のトレイルランニングコー
スを整備します。
　8 月 11 日には、韮崎市在住で、世界的なトレイルランナーである山本健一氏と一緒に緑豊かな森林浴を楽
しみながら、コースを歩いたり、駆けたりするイベントを開催します！
　初心者の方でも十分楽しめますので、ぜひお気軽にご参加ください。

8月11日（木）
10：00 a.m【受付／ 9：30】

穂坂自然公園

今私たちにできること
　韮崎市には、鳳凰三山や甘利山、茅ヶ岳などの山の他にも、新府桃源郷やわに塚のサクラなどの観光名
所や、釜無川や塩川といった豊かな自然にあふれた資産がたくさんあります。これらの貴重な財産を守り、
未来に受け継ぐためには、皆さん一人ひとりのご理解とご協力が必要です。そのために今私たちができる
ことは何があるでしょうか。山や川などの清掃活動といった直接的な行動だけでなく、普段の生活の中か
らでも、自然環境を守ることはできるのではないでしょうか。
　8 月 11 日が国民の祝日『山の日』となりました。これを契機に韮崎の自然や文化に触れ、これらを未
来に残すために何ができるのかを考えてみませんか？
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健　診 結果報告会

受診場所 受診日 74 才以下 75 才以上
日　程 会　場 日　程 会　場

円野 7 月 12 日 火
8 月 25 日 木 午後

保健福祉
センター

8 月 19 日 金 午前 つぶらの会館
清哲 7 月 13 日 水 8 月 24 日 水 午前 清哲会館
神山 7 月 14 日 木 8 月 25 日 木 午前 武田の里ふれあいホール
旭 7 月 15 日 金 8 月 29 日 月 午後 8 月 26 日 金 午前 旭公民館

韮崎① 7 月 24 日 日 8 月 31 日 水 午後 8 月 31 日 水 午後 保健福祉センター
藤井 7 月 28 日 木 9 月 7 日 水 午後 9 月 7 日 水 午前 藤井公民館
中田
穴山 7 月 29 日 金 9 月 9 日 金 午後

9 月 9 日 金 午前 中田公民館
9 月 9 日 金 午後 穴山ふれあいホール

韮崎② 7 月 30 日 土 9 月 12 日 月 午後 9 月 12 日 月 午後 保健福祉センター
未受診① 7 月 31 日 日 9 月 18 日 日 午前 9 月 15 日 木 午後 保健福祉センター

穂坂 10 月 4 日 火 11 月 11 日 金 午後 11 月 11 日 金 午前 穂坂コミュニティセンター
竜岡 10 月 5 日 水 11 月 17 日 木 午後 11 月 16 日 水 午前 竜岡公民館
大草 10 月 6 日 木 12 月 1 日 木 午後 11 月 17 日 木 午前 大草ふれあいセンター

未受診② 10 月 22 日 土 12 月 1 日 木 午後 保健福祉センター
未受診③ 10 月 23 日 日 12 月 4 日 日 午前 12 月 2 日 金 午後 保健福祉センター
未受診④ 10 月 26 日 水 12 月 5 日 月 午前 12 月 5 日 月 午前 保健福祉センター
未受診⑤ 10 月 27 日 木 12 月 8 日 木 午後 12 月 8 日 木 午後 保健福祉センター
未受診⑥ 10 月 28 日 金 12 月 9 日 金 午後 12 月 9 日 金 午後 保健福祉センター
未受診⑦ 10 月 29 日 土 12 月 12 日 月 午後 12 月 12 日 月 午後 保健福祉センター
未受診⑧ 10 月 30 日 日 12 月 18 日 日 午前 12 月 19 日 月 午後 保健福祉センター
未受診⑨ 11 月 12 日 土 12 月 22 日 木 午後 12 月 22 日 木 午後 保健福祉センター

健
診
は
受
け
た
後
が
重
要
で
す

　
カ
ラ
ダ
の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
「
健
診
」
は
、
一
年
に
一

回
、
定
期
的
に
受
診
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
食
べ
す
ぎ
、
運
動
不

足
、
飲
酒
、
喫
煙
…
偏
っ
た
不
健
康
な
生
活
習
慣
を
続
け
て
い
る
と
、

健
診
結
果
に
異
常
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。
異
常
を
な
る
べ
く
早
く
見
つ

け
て
、
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
が
、
将
来
の
深
刻
な
生
活
習
慣
病

を
防
ぐ
た
め
に
と
て
も
大
切
な
こ
と
な
の
で
す
。

見
過
ご
さ
な
い
で
異
常
の
サ
イ
ン

　
昨
年
度
に
総
合
健
診
を
受
診
し

た
40
歳
～
74
歳
ま
で
の
方
の
結
果

は
下
記
の
と
お
り
で
す
。
韮
崎
市

の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

該
当
・
予
備
群
者
は
25
％
で
あ
り
、

こ
れ
は
県
全
体
に
比
べ
て
高
い
割

合
で
す
。

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

と
は
、
内
臓
脂
肪
型
肥
満
に
加
え

て
、
高
血
糖
、
高
血
圧
、
脂
質
異

常
（
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中

性
脂
肪
が
高
い
等
）
の
う
ち
い
ず

れ
か
2
つ
以
上
を
併
せ
も
っ
た
状

態
を
い
い
ま
す
。「
血
糖
値
が

ち
ょ
っ
と
高
め
」「
血
圧
が
ち
ょ
っ

と
高
め
」
と
い
っ
た
、
ま
だ
病
気

と
は
診
断
さ
れ
な
い
予
備
群
も
そ

れ
ぞ
れ
が
重
複
す
る
こ
と
で
糖
尿

病
や
高
血
圧
、
脂
質
異
常
症
等
の

生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
が
高
く
な

り
ま
す
。

健
康
寿
命
の
延
伸
は
･
･
･

�

総
合
健
診
結
果
の
見
直
し
か
ら

☆総合健診結果報告会日程表

※昨年度と結果報告会の実施方法が変更になりましたので、該当の方は通知された封筒の中身に記載されている時間帯・会場をよくご確認の上お越しください。

韮崎市では
約5人に1人が
肥満です。

韮崎市では
約 3人に 1人が
血圧に異常が
見られます。

韮崎市では
約3人に1人が
血糖値に異常が
見られます。

韮崎市では
約4人に1人が
生活習慣病の
リスクがあります。

やせ
9.6％肥満

19.2％

71.2％

該当・予備群
25％

非該当
75％

正常
58.3％

正常
58.3％

正常
50.2％

受診勧奨
23.4％

受診勧奨
23.8％

受診勧奨
6.8％

軽度異常
18.3％

軽度異常
34.9％

軽度異常
26.0％

メタボリックシンドローム

LDL（悪玉）-コレステロール値

肥満 (BMI)

血糖値 血圧値
韮崎市では
約2人に1人が
悪玉コレステロールに
異常が見られます。
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今
年
度
総
合
健
診
を
お
受
け
い

た
だ
い
た
方
へ
の
結
果
報
告
会
の

日
程
は
6
ペ
ー
ジ
の
日
程
表
の
と

お
り
で
す
。
健
診
を
お
受
け
い
た

だ
い
た
皆
様
に
、
わ
か
り
や
す
く

お
伝
え
で
き
る
よ
う
、
時
間
帯
・

実
施
場
所
を
健
診
結
果
及
び
年
齢

ご
と
に
設
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
健
診
後
個
別
に
通

知
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
の
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
加
入

者
の
40
～
74
歳
の
方
を
対
象
に

「
特
定
保
健
指
導
」
を
行
い
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
以
外
の
方
に
つ

い
て
は
、
各
医
療
保
険
者
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
特
定
健
診（
総
合
健
診
）に
よ
っ

て
生
活
習
慣
病
発
症
の
リ
ス
ク
が

発
見
さ
れ
た
場
合
は
、
保
健
指
導

が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
健
診
結
果
か
ら
自
身

の
生
活
習
慣
を
振
り
返
り
、
改
善

で
き
る
こ
と
を
保
健
師
や
管
理
栄

養
士
と
一
緒
に
考
え
、
具
体
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
と
い
う
も
の
で

す
。

続
的
に
生
活
習
慣
改
善
の
た
め
の

支
援
を
行
い
、
面
接
か
ら
6
ヶ
月

後
に
取
り
組
み
の
結
果
を
最
終
確

認
し
ま
す
。

☆
特
定
保
健
指
導
の
対
象
に
は
な

ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
個
人
的
に

健
康
に
関
し
て
相
談
し
た
い
方
へ

も
相
談
日
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
下
さ
い
。

　

ま
た
、
に
ら
さ
き
い
き
い
き

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
や
、
健
康

ア
ッ
プ
教
室
な
ど
の
運
動
教
室
も

あ
り
ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
機
会
に
是
非
、
自
分
の
体

と
健
康
を
見
つ
め
な
お
し
豊
か
な

生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

■
健
康
相
談
日

　
毎
週
月
曜
日
・
木
曜
日

　
9
時
30
分
～
16
時

「
脱
メ
タ
ボ
」へ
の
3
つ
の
支
援

①
受
診
者
す
べ
て
の
方
に

　
情
報
提
供

　
健
診
結
果
か
ら
今
の
健
康
状
態

を
把
握
し
、
生
活
習
慣
の
見
直
し

や
改
善
の
き
っ
か
け
と
な
る
情
報

を
提
供
し
ま
す
。

②
メ
タ
ボ
予
備
群
の
方
に

　
動
機
付
け
支
援

　
初
回
に
面
接
を
行
い
、
現
在
の

生
活
習
慣
を
振
り
返
り
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
予
防
す

る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

を
一
緒
に
考
え
、
そ
の
た
め
の
行

動
目
標
を
立
て
て
い
き
ま
す
。
面

接
か
ら
6
ヶ
月
後
に
取
り
組
み
の

結
果
を
確
認
し
ま
す
。

③
メ
タ
ボ
に
該
当
す
る
方
に

　
積
極
的
支
援

　
初
回
に
面
接
を
行
い
、
現
在
の

生
活
習
慣
を
振
り
返
り
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
解
消
の
た

め
の
行
動
目
標
を
立
て
、
実
践
し

て
い
き
ま
す
。3
～
6
ヶ
月
間
、継

健康的な自分を目指して !!
健康アップ教室で体質改善

　食生活や運動習慣を改善したい、健康づくりを始めたい、身体に
いいことを始めてみたい・・・そんなあなたにお勧めの教室があり
ます。食生活などの生活習慣を見直し、あなたと同じ健康の悩みを
もった仲間と一緒にステップ運動をしてみませんか？？

■日　時　
　9 月 21 日（水）から開始
　9 時 30 分～　※週 1 回の 3 ヶ月間　
■場　所　保健福祉センター（保健課）
■参加費　無料
※ 詳しい日程とお申込み等についてはお問い合わせください。
　また、9 月の広報に詳細を掲載します。

特
定
保
健
指
導
で

　�

生
活
習
慣
病
の
改
善
を
サ
ポ
ー
ト

■
6
・
7
ペ
ー
ジ
に
関
す
る

　
問
い
合
わ
せ

　
保
健
課 

保
健
指
導
担
当

�

☎
2
3
‒
4
3
1
0

油断しないで
熱中症 !!

　今年も例年同様、猛暑が
続いています。熱中症を正
しく理解し、早めの対策、
予防に努めましょう !!

■予防するには
・ こまめな水分補給
・  扇風機、エアコンなどを

活用した室温調整
・ 日傘、帽子、通気性の良

い衣服の着用
・  炎天下での長時間の活

動を避ける
■問い合わせ
　保健課 健康増進担当
　☎ 23-4310
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■
家
族
で
防
災
会
議

　
災
害
発
生
時
の
安
否
確
認
や
連

絡
方
法
、
避
難
場
所
や
非
常
用
持

出
品
を
決
め
て
い
ま
す
か
？
「
災

害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
（
1
7
1
）」

の
使
い
方
な
ど
、
実
際
に
家
族
で

話
し
合
っ
て
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

■
自
宅
の
耐
震
、
家
具
の
固
定
等

　
自
宅
の
安
全
性
を
高
め
る
よ
う
、

「
大
地
震
で
は
、家
具
は
必
ず
倒
れ

る
も
の
」
と
考
え
て
、
家
具
の
固

定
や
向
き・配
置
の
見
直
し
や
、寝

室
に
は
で
き
る
だ
け
物
を
置
か
な

　
市
で
は
毎
年
、防
災
週
間
（
8
月
30
日
～
9
月
5
日
）

期
間
中
の
9
月
4
日
（
日
）
に
、
市
内
一
斉
の
総
合
防

災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　
近
年
、
各
地
で
多
発
す
る
自
然
災
害
―
―
。
そ
の
被

害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
一
人

ひ
と
り
の
取
組
と
地
域
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
い
ざ
と
い
う
時
に
取
る
べ
き
行
動

と
、
日
頃
の
災
害
へ
の
備
え
を
確
認
す
る
よ
う
、
お
住

ま
い
の
地
域
の
防
災
訓
練
に
積
極
的
に
参
加
し
ま

し
ょ
う
！

み
ん
な
で
取
り
組
も
う
減
災

い
よ
う
に
す
る
な
ど
、
長
時
間
過

ご
す
場
所
に
は
「
安
全
空
間
」
を

つ
く
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
非
常
用
の
備
蓄

　
備
蓄
品
は
普
段
の
生
活
に
組
み

込
み
な
が
ら
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、ラ
ッ
プ
、ゴ

ミ
袋
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
、
缶

詰
、イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
な
ど
、あ

る
程
度
の
量
を
蓄
え
る
中
で
、

順
々
に
古
い
ほ
う
か
ら
使
っ
て
買

い
足
し
て
い
く
方
法
（
ロ
ー
リ
ン

グ
ス
ト
ッ
ク
法
）
が
お
す
す
め
で

す
。

午前 8：00 午前 7：00

　
2
回
目
の
防
災
行
政
無
線
は
、

午
前
8
時
の
サ
イ
レ
ン
放
送

（
地
震
発
生
情
報
）
で
す
。

　
地
震
発
生
時
は
机
の
下
に
も

ぐ
る
な
ど
、
ま
ず
は
身
の
安
全

を
確
保
し
て
、
揺
れ
が
お
さ

ま
っ
た
の
を
確
認
し
て
か
ら
、

ド
ア
や
窓
を
開
け
避
難
路
を
確

保
し
ま
し
ょ
う
。

　
家
族
の
安
否
、
火
の
始
末
が

確
認
で
き
た
ら
、
ラ
ジ
オ
や

H
P
な
ど
で
情
報
収
集
し
、避

難
開
始
で
す
。

　
韮
崎
市
の
総
合
防
災
訓
練
で

は
、
防
災
行
政
無
線
が
2
回
鳴

り
ま
す
。

　
1
回
目
は
、
午
前
7
時
。
台

風
や
大
雨
等
を
想
定
し
た
場
合

の
要
配
慮
者
（
発
災
時
に
介
助

を
必
要
と
す
る
方
）
の
優
先
避

難
訓
練
の
た
め
、
防
災
行
政
無

線
で
市
内
全
域
に
“
避
難
準

備
情
報
（
訓
練
情
報
）
”
が
流

れ
ま
す
。
こ
の
訓
練
に
参
加
さ

れ
て
い
る
方
は
、
福
祉
避
難
所

に
避
難
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

地震発生情報 避難準備情報

一斉訓練日は9月4日（日）一斉訓練日は9月4日（日）

当日の訓練の流れ

※事前申込み地区のみが対象の訓練です
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■減災チャレンジ② 漏電ブレーカーの確認
　災害時には、停電の復旧時に通電した際、倒れた電気ス
トーブ等が火元となって火災が発生することがあります。
電気の消し忘れや停電復旧後の事故を防ぐために、自宅か
ら避難する時はブレーカーを切ることを認識しましょう。
　また、漏電ブレーカーは、漏電を瞬時に感知して電気を
止め、火災や感電事故から守ってくれる装置です。漏電ブ
レーカーにはテストボタンがついていますので、防災訓練
の機会に正しく動作するかチェックしましょう。

漏電ブレーカー
のテストボタン
※メーカーによ
り形状等は異な
ります

　
昨
年
度
の
防
災
訓
練
よ
り
、
午

前
8
時
か
ら
の
各
地
区
・
自
主
防

災
会
の
防
災
訓
練
に
お
け
る
共
通

の
取
り
組
み
と
し
て
、
参
加
者
一

人
ひ
と
り
が
、
各
家
庭
、
各
地
区

で
行
う
「
共
通
訓
練
項
目
（
減
災

チ
ャ
レ
ン
ジ
）」を
決
め
て
お
り
ま

す
。
各
家
庭
で
次
の
①
②
を
実
践

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

家
庭
の
減
災
チ
ャ
レ
ン
ジ

■
減
災
チ
ャ
レ
ン
ジ
①

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
持
っ
て
避
難

　
実
際
の
避
難
所
で
は
備
蓄
品
の

供
給
が
行
わ
れ
ま
す
が
、発
災
直
後

は
混
乱
す
る
た
め
個
人
に
行
き
渡

る
の
に
時
間
を
要
し
ま
す
。避
難
し

て
直
ぐ
に
飲
む
水
を
避
難
所
に
持

参
で
き
る
よ
う
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

　災害時、慣れない避難所生活を余儀なくされる中で、弱
者の方への配慮も忘れてはならない大切な事です。
　市ではこの度、聴覚障害者の方が身に着けることで、支
援を必要としていることを周囲に知っていただくために、

災害時支援用の
バ ン ダ ナ を 作
成・配布しまし
た。
　この防災訓練
を機に、市民の
皆様にも広くバ
ンダナの存在を
知っていただき、
地域で手話ので
き る 方 な ど、
様々な形で支援
の輪が広がるよ
う、ご協力をお
願いします。

■問い合わせ　総務課 防災交通担当（内線 339・399）

聴覚障害者の方向けに
災害時支援用バンダナを作成

各地区訓練

　
地
区
ご
と
に
計
画
さ
れ
た
避

難
誘
導
・
避
難
所
開
設
等
を
行

う
「
初
動
訓
練
」
や
、
住
民
の

避
難
状
況
を
市
の
災
害
対
策
本

部
に
伝
え
る
情
報
伝
達
訓
練
な

ど
の
「
応
急
対
応
訓
練
」
を
実

施
し
ま
す
。
事
前
に
集
合
場
所

な
ど
を
確
認
の
上
、
地
区
訓
練

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

一
部
地
域
で
は
9
月
4
日
と

別
日
程
で
行
う
場
合
が
あ
り

ま
す
。
各
地
区
の
日
程
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

避難・訓練開始

アンペアブレーカー

参加しましょう防災訓練！参加しましょう防災訓練！

アンペアブレーカー
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高
齢
者
や
障
が
い
者
の
皆
さ
ん
へ

　
市
で
は
、
災
害
の
発
生
時
や
災

害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場

合
に
、
自
ら
避
難
す
る
こ
と
が
困

難
な
方
の
円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難

を
図
る
た
め
、
特
に
支
援
を
要
す

る
市
民
の
方
を
「
避
難
行
動
要
支

援
者（
災
害
時
要
援
護
者
）」と
し

て
登
録
し
、
地
域
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
組
織
等
と
連
携
し
た
災
害
時
の

体
制
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
避
難
行
動
要
支
援
者	

	
	

（
災
害
時
要
援
護
者
）
と
は

　
原
則
、「
韮
崎
市
災
害
時
要
援
護

者
登
録
名
簿
」
へ
登
録
さ
れ
て
い

る
次
の
方
の
内
、
特
に
災
害
時
の

救
護
や
支
援
を
要
す
る
方
が
、
避

難
行
動
要
支
援
者
と
な
り
ま
す
。

① 

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

② 

要
介
護
3
以
上
の
方

③ 

身
体
障
害
者
手
帳
1・2
級
の
方

④ 

療
育
手
帳
A
の
方

⑤ 

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1　

級
の
方

⑥ 

そ
の
他
災
害
時
の
支
援
が
必
要　

と
認
め
ら
れ
る
方

■
福
祉
避
難
所
の
開
設
に
つ
い
て

　
災
害
発
生
に
よ
り
、
地
区
の
指

定
避
難
所
に
お
い
て
、
一
般
の
避

難
者
と
の
共
同
生
活
が
困
難
な
介

護
を
必
要
と
す
る
方
の
た
め
に
、

状
況
に
応
じ
て
、
社
会
福
祉
施
設

等
に
「
福
祉
避
難
所
」
が
開
設
さ

れ
ま
す
。

　
福
祉
避
難
所
を
開
設
し
た
際
に

は
、
市
の
災
害
対
策
本
部
か
ら
防

災
行
政
無
線
等
に
よ
り
情
報
伝
達

を
行
い
ま
す
の
で
、
地
域
の
皆
様

の
共
助
の
力
に
よ
る
移
送
・
介
助

等
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課 

社
会
福
祉
担
当

�

（
内
線
1
8
0
～
1
8
1
）

災
害
時
に
お
け
る

　
　
福
祉
避
難
所
に
つ
い
て

福祉避難所

指定福祉避難所
事　業　所 住　所

1 韮崎市穴山デイサービスセンターなごみの郷 穴山町 4411 番地
2 大草デイサービスセンターこぶし荘 大草町若尾 1680 番地
3 韮崎市老人福祉センター 大草町若尾 1680 番地

福祉避難所の受入れに関する協定を締結した事業所
事　業　所 住　所

1 フレンズ 穴山町 8708 番地
2 県立あけぼの医療福祉センター 旭町上条南割 3251 番地 1

3 県立あけぼの医療福祉センター成人寮
「アドバンテージあさひ」 旭町上条南割 3251 番地 1

4 みだい寮 旭町上条南割 3561 番地 1
5 県立あさひワークホーム 旭町上條南割 3294 番地
6 穴山の里 穴山町 5164 番地
7 県立あゆみの家 旭町上条南割 3314 番地 13
8 こぶし授産園 旭町上條中割 1776 番地
9 第 2 こぶし授産園 旭町上條中割 684 番地 1
10 あいあい　にらさき　デイサービス 一ツ谷 1596 番地 1
11 地域密着型介護老人福祉施設　フルリールにらさき

富士見二丁目 15 番 27 号12 短期入所生活介護事業所フルリールにらさき
13 小規模多機能型居宅介護事業所フルリールにらさき
14 デイサービス　らっく楽 水神一丁目 10 番 6 号

15 山梨県看護協会訪問看護ステーション
ほっと・ほっと韮崎 本町一丁目 14 番 21 号

16 有限会社こすもす本町通り通所介護事業所 本町一丁目 9 番 3 号
17 有限会社こすもす通所介護事業所 藤井町北下條 2003 番地 4
18 こすもす認知症対応型通所介護事業所 藤井町北下條 2003 番地 4
19 特別養護老人ホーム　穴山の杜 穴山町 5390 番地
20 韮崎クリニック 神山町北宮地 3 番地
21 グループホーム武田の里 神山町北宮地 8 番地
22 有限会社ひだまり 旭町上條北割 2745 番地
23 介護老人保健施設あさひホーム 旭町上條中割 473 番地
24 愛の家グループホームにらさき 龍岡町下條南割 192 番地 3
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安
心・安
全
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
に

農地を貸したり、借りたいという方にお知らせ

　
市
で
は
、
増
加
す
る
振
込
詐
欺

等
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
特

に
被
害
を
受
け
や
す
い
高
齢
者
が

い
る
世
帯
を
対
象
に
、
振
込
詐
欺

抑
止
電
話
装
置
購
入
・
設
置
費
助

成
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
装
置
は
、
着
信
前
に
「
こ

の
電
話
は
振
込
詐
欺
等
の
犯
罪
被

害
防
止
の
た
め
、
会
話
内
容
が
自

動
録
音
さ
れ
ま
す
。」と
ア
ナ
ウ
ン

ス
を
流
し
、
振
込
詐
欺
を
抑
止
す

る
機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。

■
使
用
方
法

　
ご
自
宅
の
電
話
機
回
線
に
当
該

装
置
を
接
続
し
て
使
用
し
ま
す
。

※ 

警
備
会
社
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、

ガ
ス
会
社
の
ガ
ス
管
理
機
器
、

安
否
確
認
情
報
機
器
等
が
接
続

さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
こ
の

装
置
は
接
続
で
き
ま
せ
ん
。

■
助
成
対
象
者

　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
い
る
世

帯
の
方
。

※ 

65
歳
以
下
の
方
と
の
同
居
も
可
。

　
市
で
は
認
知
症
に
な
っ
て
も
住

み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
暮

ら
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

「
認
知
症
み
ち
し
る
べ
」を
発
行
し

ま
し
た
。

　
「
認
知
症
」は
誰
に
で
も
起
こ
り

う
る
病
気
で
あ
り
、
85
歳
以
上
に

な
る
と
4
人
に
1
人
が
な
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。「
認
知
症
み
ち
し

る
べ
」
に
は
認
知
症
の
種
類
、
特

徴
や
接
し
方
、
相
談
窓
口
や
各
種

サ
ー
ビ
ス
、
医
療
機
関
等
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
分
や
ご
家
族
、
ご
近
所
の
方

が
認
知
症
に
な
っ
た
時
、
認
知
症

■
助
成
金
額

　
装
置
1
台
に
つ
き
1
万
円
。

※ 

個
人
負
担
3
千
円
。

※
１
世
帯
に
つ
き
1
台
に
限
る
。

■
助
成
台
数　
70
台

※ 

先
着
順
、
予
定
台
数
に
達
し
た

時
点
で
締
切
。

■
申
請
場
所　
商
工
観
光
課
窓
口

※ 

ご
来
庁
の
難
し
い
方
は
電
話
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
装
置
の
取
付
け

　
市
と
協
定
を
締
結
し
た
事
業
者

が
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
商
工
観
光
課 

商
工
労
政
担
当

�

（
内
線
2
1
5
・
2
1
6
）

を
正
し
く
理
解
し
、
病
気
と
ど
う

向
き
合
い
、
ど
の
よ
う
な
生
活
を

送
り
た
い
か
の
具
体
的
な
イ
メ
ー

ジ
が
で
き
る
よ
う
「
認
知
症
み
ち

し
る
べ
」を
活
用
し
て
下
さ
い
。住

み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
生

活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

※ 

認
知
症
ケ
ア
パ
ス
「
認
知
症
み

ち
し
る
べ
」
は
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
介
護
保
険
課 

介
護
支
援
担
当

　
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

�

☎
2
3
‒
4
3
1
3

�

FAX

2
3
‒
4
3
1
6

振
込
詐
欺
抑
止
電
話
装
置
の

　
　
購
入・設
置
費
助
成
の
ご
案
内

　
認
知
症
ケ
ア
パ
ス

　
　
　「
認
知
症
み
ち
し
る
べ
」を
発
行

農地中間管理事業を活用しませんか？
　農地中間管理事業とは、農地の有効利用や集積・集約化を進めるため、農地中
間管理機構（県農業振興公社）が農地の貸し付けを希望する方から農地を借り受
け、農業経営の規模拡大や新規就農を希望する農業者等へ、農地をまとめて貸し
付けする事業です。
　「農地を貸したい」「農地を借りたい」「制度の詳細を知りたい」という方はぜひ
ご相談ください。

こんな時に農地中間管理事業の活用を！
　・高齢の方が農業経営からリタイアするとき
　・農地を相続したが、農業をすることができない場合
　・耕作地の隣接農地を借りたいが、遊休農地となっていて困っているとき
　※条件によってはお借りできない農地もあります。
■問い合わせ
　農林課 農林振興担当（内線 223・224）
　県中北農務事務所　☎ 0551-23-3078
　県農業振興公社　　☎ 055-232-2760

農地を
貸したい人

山梨県
農地中間管理機構
必要により簡易な
基盤整備もします

農地を
借りたい人

貸付け

貸付け
（転貸）
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〈雨天翌日〉
釡無川河川公園
＊18：00～ 採火式
＊18：00～ 盆踊り大会
＊18：15～ 提灯行列
＊19：00～ 武田の里供養会
＊19：15～ 大松明点火
＊19：30～ 灯篭流し
＊20：00～ 花火大会

韮崎市名誉市民・大村 智博士
ノーベル賞受賞記念　特別プログラム

8月16日（火）

①灯篭流し参加者（先着20名程度）
●当日、会場にて受け付けます。※参加賞あり
②盆踊り大会参加者（参加自由）
●当日の踊りの輪に飛び入りでご参加ください。
※参加賞あり（なくなり次第終了）

◆お車でお越しの方は、会場周辺駐車場が大変
　混雑しますので、中央公園・市営運動場⇔会場間
　の無料送迎バスをご利用ください。
●運行時間　17：30～22：30（約15分間隔）
　※交通事情により遅れる場合もあります。
◆会場内のゴミのお持ち帰りにご協力ください。
◆国道の横断は厳禁です。
　指定された歩行者用通路をご利用ください。

お問い合わせ：武田の里まつり実行委員会（0551-22-1991） http://www.nirasaki-kankou.jp/

募　　集

武田陣没将士供養会花火大会 &
夏の武田の里まつり
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■募集定員　30km コース 300 名
　　　　　　15km コース 300 名
■参加資格　誰でも参加可
　　　　　　※小学生以下は保護者が同行してください
■参 加 料　15km コース　1 人　1，000 円
　　　　　　30km コース　1 人　2，000 円
　※申込後の取消、不参加時の参加料の返金はできません
■コースについて
● 15km コース（受付：8 時 15 分〜）
　韮崎中央公園陸上競技場→銀河鉄道展望公園→
　→勤労青年センター→韮崎中央公園陸上競技場

● 30km コース（受付：5 時 45 分〜）
　韮崎中央公園陸上競技場→道の駅ゆ～ぷる韮崎→
　→銀河鉄道展望公園→穂坂自然公園→
　→韮崎中央公園陸上競技場

■非核平和パネル展
甲府空襲、原爆パネル等の資料展示
●展示期間　8 月 10 日（水）～ 21 日（日）
●場　　所　ニコリ 1 階ロビー

■平和や命の大切さを考える講演会・映写会　
　戦争中の体験談などを聴く機会を通じて、平和の尊さや命の
大切さを考えてみませんか。
●日　　時　8 月 11 日（木）14 時～
●場　　所　ニコリ会議室 9　●参 加 費　無料
●内　　容　 DVD 映写「人間をかえせ」
　　　　　　（ヒロシマ・ナガサキ記録映像）
　　　　　　講演「戦地からの手紙」保坂衣子さん（龍岡町在住）
■問い合わせ　企画財政課 企画推進担当（内線 355）

■開 催 日　9 月 11 日（日）

■申込方法
　1 次の申込窓口へ直接お申し込みください。
　申込先　教育課スポーツ振興担当（市営体育館内）
　2 最寄の郵便局で郵便振替により申し込み
　3 インターネットからの申し込み
　スポーツエントリー HP または QR コード
http://www/sportsrntry.ne.jp/event/t/66190

■問い合わせ
　市教育委員会
　教育課 スポーツ振興担当
　　　　（市営体育館内）
　　　　☎ 22-0498

平和の尊さや命の大切さ、戦争の悲惨さを語り継ぐ
『平和』について考えるパネル展等開催

■「戦争と平和」展示　
　昨年は、戦後 70 年を迎えた節目の年で
した。戦争は、多くの尊い命を犠牲にし、人
の心にも私たちの国にも大きな傷跡を残し
ていきました。
　戦争を知らない世代が増える中、戦争と
いう記憶を風化させないために、今年も戦
争と平和に関する児童図書の展示を行いま
す。
●展示期間　7 月 30 日（土）～ 8 日 30（火）
●場　　所　大村記念図書館（ニコリ 2 階）
■問い合わせ　大村記念図書館　☎22-4946

　ヒロシマ・ナガサキに原爆が投下されてから 71 年目を迎えた今年 5 月、オバマ大統領が被爆地、広島を訪問し、
慰霊碑への献花、資料館の訪問、そして「核兵器なき世界」を目指す演説を行い、戦争の悲惨さを指摘し、過去を
見つめることの重要性を説きました。このような歴史的瞬間を直接感じた私たちは、あらためて戦争の悲劇を伝え
ることの大切さを実感し、過去の大きな過ちを再び繰り返してはならないとの思いから、次世代に平和の尊さや命
の大切さ、戦争の悲惨さを語り継いでいくための「非核平和パネル展」を開催します。今年は、保坂衣子さんによ
る、父、五味民啓さんが戦地中国から家族へあてた手紙をもとに戦地の状況や家族への思いを伝える講演会とヒロ
シマ・ナガサキの記録映像映写会のほか、戦争と平和に関する児童図書を展示する読書展も開催します。

武田の里ウォーク
穂坂ぶどう郷コース
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市
で
は
、
市
民
ま
た
は
本
市
に

ゆ
か
り
の
深
い
個
人
及
び
団
体
等

で
、
芸
術
・
技
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
等
の
様
々
な
分
野
に
お
い
て
、

顕
著
な
功
績
を
挙
げ
、
市
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
貢
献
の
あ
っ
た

方
々
を
対
象
に
「
韮
崎
市
長
特
別

表
彰
」
を
授
与
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
4
月
12
日
～
15
日

に
開
催
さ
れ
た
、
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
の
大
会『
2
0
1
6
年

マ
ス
タ
ー
ズ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
東

京
大
会
（
77
キ
ロ
級
／
40
～
44
歳

の
部
）』
に
お
い
て
、日
本
記
録
を

更
新
し
、
優
勝
さ
れ
た
重
量
挙
げ

競
技
者
で
あ
る
、
加
賀
美
孝
久
さ

ん
（
大
草
町
下
條
西
割
在
住
・
42

歳
）
に
韮
崎
市
長
特
別
表
彰
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　
6
月
27
日
に
市
役
所
で
行
わ
れ

た
授
与
式
で
は
、
内
藤
久
夫
市
長

か
ら
表
彰
状
と
記
念
の
楯
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
の
韮
崎
市
長
特
別

表
彰
の
受
賞
に
あ
た
り
、
加
賀
美

さ
ん
は
「
こ
の
よ
う
に
素
晴
ら
し

い
表
彰
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
て

と
て
も
光
栄
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

若
い
世
代
に
筋
肉
や
体
感
を
鍛
え

る
ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
方

法
を
教
え
て
韮
崎
市
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
で
す
。」と
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　
加
賀
美
さ
ん
受
賞
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
の
ご
活
躍

を
期
待
し
ま
す
。

歯の無料健康相談
　6 月 5 日（日）にニコリで歯の無料健康相談所が開設されまし
た。歯の無料相談や検診、フッ素塗布、フッ素洗口のほか、風船
の配布やスタンプラリーなどが行われ、親子で健診を受ける人が
たくさん集まりました。
　当日は、ニーラも歯の検診を受けました。虫歯が 1 本もなかっ
たので、ニーラも安心していました。
　皆さんも歯を大切にし、歯の健康に心がけましょう。

穴山の杜でふれあい交流会
　6 月 29 日（水）に穴山の杜で、穴山の里の入所者と穴山保育園
の園児達によるふれあい交流会が行われました。
　雨天のため室内で行うことになりましたが、玉入れや障害物リ
レーなどの競技を一緒に行い、園児達も楽しそうに競技に参加し、
笑顔があふれる交流会となりました。

▲韮崎市長特別表彰が贈られた加賀美孝久さん（写真左）
　と内藤久夫市長

第 28 回 小田川ホタルまつり
　6 月 11 日（土）に柳原神社境内前広場で小田川ホタルまつりが
開催されました。祭りには、農産物の販売などの屋台が出店し、餅
つきやホタル籠作りといった体験イベントもあり、たくさんの人
で賑わっていました。
　暗くなってからは、ホタルを観賞することができ、感動的な雰
囲気に包まれていました。

ウエイトリフティング
マスターズワールドカップ優勝
韮崎市長特別表彰を受賞
重量挙げ競技者　加賀美孝久さん
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上段左から中澤由起也さん、中山龍さん、上野友輔さん、松本通和さん、
下段左から矢野徳仁先生、広瀬きら麗さん、中嶋彩さん

　
6
月
4
日
（
土
）
に
ポ
リ
テ
ク

セ
ン
タ
ー
山
梨
で
行
わ
れ
た
第
8

回
山
梨
県
高
校
生
溶
接
競
技
会
に

韮
崎
工
業
高
校
の
生
徒
5
名
が
出

場
し
ま
し
た
。
結
果
は
1
位
が
中

嶋
彩
さ
ん
で
、
県
内
で
初
の
女
子

が
優
勝
を
飾
る
と
と
も
に
韮
崎
工

業
高
校
が
5
連
覇
を
達
成
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
2
位
が
松
本
通
知
さ
ん
、

3
位
が
上
野
友
輔
さ
ん
と
な
り
、

4
年
連
続
で
1
位
か
ら
3
位
ま
で

の
順
位
を
韮
崎
工
業
高
校
の
生
徒

で
独
占
し
ま
し
た
。

　
優
勝
し
た
中
嶋
彩
さ
ん
は
「
優

勝
が
自
分
だ
と
思
っ
て
な
か
っ
た

の
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
練
習

し
て
き
た
中
で
、
一
緒
に
練
習
し

て
き
た
仲
間
や
先
生
方
の
支
え
に

よ
り
、
大
会
で
力
を
出
す
こ
と
が

で
き
た
の
で
優
勝
で
き
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
一
緒
に
大
会

に
出
た
仲
間
た
ち
と
協
力
し
合
い
、

競
い
合
い
な
が
ら
今
ま
で
や
っ
て

こ
れ
た
の
で
、
こ
の
大
会
を
通
し

て
、
自
分
も
成
長
で
き
た
と
感
じ

ま
し
た
。」と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
上
位
の
2
名
に
つ
い
て
は
、
来

年
に
開
催
さ
れ
る
関
東
甲
信
越
大

会
に
出
場
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て

い
ま
す
。
現
在
も
、
溶
接
の
技
術

を
高
め
る
た
め
に
、
日
々
練
習
を

重
ね
て
い
ま
す
。
関
東
甲
信
越
大

会
で
も
活
躍
で
き
る
よ
う
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。

第
8
回
山
梨
県
高
校
生
溶
接
競
技
会

県
内
初
女
子
優
勝
!
!

フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
市

訪
問
団
の

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

第94回　韮崎高校
同窓会記念招待サッカー

　
韮
崎
市
と
ア
メ
リ
カ
の
フ
ェ

ア
フ
ィ
ー
ル
ド
市
は
、今
年
、姉

妹
都
市
締
結
45
周
年
を
迎
え
ま

す
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
10
月

上
旬
（
7
日
～
10
日
を
予
定
）

に
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
市
民
の

皆
さ
ん
が
韮
崎
市
を
訪
れ
ま
す
。

　

日
本
を
肌
で
感
じ
た
い
と

思
っ
て
い
る
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル

ド
市
の
訪
問
団
を
、家
族
の
一
員

と
し
て
、ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
受
け

入
れ
て
い
た
だ
け
る
「
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
国
際
交
流
を
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ご
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
家
庭　
5
家
庭（
予
定
）

※ 

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
3
泊

4
日
を
予
定

■
1
家
庭
宿
泊
者
数　
2
名
程
度

■
応
募
方
法

　
企
画
財
政
課
に
用
意
し
て
あ

る
所
定
の
応
募
用
紙
に
記
入
し
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

応
募
用
紙
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
募
集
期
間　
8
月
1
日（
月
）

　
　
　
　
　
～
8
月
22
日（
月
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
企
画
財
政
課 

企
画
推
進
担
当

�

（
内
線
3
5
6
）

　韮崎高校同窓会では、毎年、同窓会記念事業の
一つとして招待サッカー試合を実施しています。
　今年は前橋商業高等学校を迎え、招待試合を行
います。
　前橋商業高等学校は、ご存知のとおり夏のイン
ターハイ・全国高校選手権に数多く出場している
全国屈指の名門校であり、今年のインターハイも
群馬県大会を制して出場します。
　国内トップレベルの高校と韮崎高校の実力を見
る絶好の機会ですので、多くの方に観戦いただき
ご声援をお願いします。
■日　時　8 月 28 日（日）　雨天決行
　　　　　10 時キックオフ
■場　所　韮崎中央公園陸上競技場
■対　戦　韮崎高校 VS 前橋商業高校（群馬県）
■問い合わせ
　韮崎高校同窓会事務局　☎ 22-2415（保坂）

5連覇

表  彰

　

適
正
な
建
設
工
事
の
施
工
と
、

卓
越
し
た
技
術
等
に
よ
り
優
れ
た

成
績
で
、
昨
年
度
、
建
設
工
事
を

完
成
さ
せ
た
施
工
業
者
と
し
て
次

の
事
業
所
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

☆
土
木
・
舗
装
工
事
部
門

　
　
富
士
島
建
設
株
式
会
社

　
　
株
式
会
社
島
村
組

　
　
有
限
会
社
相
馬
組

☆
建
築
工
事
部
門

　
　
有
限
会
社
細
田
工
務
所

☆
水
道
工
事
部
門

　
　
株
式
会
社
日
設
管
興

☆
優
良
技
術
者
表
彰

　
　
富
士
島
建
設
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
小
林　
俊
成
氏

平
成
27
年
度
韮
崎
市
建
設
工
事

優
良
施
工
業
者
を
表
彰（
6
月
28
日
）
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Miacis

韮崎市まち・ひと・しごと創生総合戦略

■問い合わせ　
　（概要・利用登録など）NPO 法人河原部社 ※運営委託先　☎090-4838-9275
　（その他事業について）企画財政課人口対策担当（内線 358）

「マチを知り。ヒトに出会い。シゴトやヨノナカを学ぶ。」中学・高校生の交流拠点

－ ミアキス －

「にらさき愛育成・カムバック支援事業」

ニコリ地下10月OPEN
韮崎について「関心がない」「特色が無い」「ど
ういう良さがあるのか知らない」というよう
に感じている中学・高校生は少なくないと思
います。これは単に韮崎に魅力が無いのでは
なく、地域やここに住む人々の良さを知る機
会が少ないということではないでしょうか。中
学・高校生が学校以外の同世代や、少し上
の先輩である大学生、そして親や先生以外の
大人に出会うことで、韮崎のこと、世の中の
こと、勉強に対する取り組み方、仕事や価値
観、そして自分自身で未来を切り開く方法な
どを学んでほしい。そして、ふるさとへの誇り
と愛着を抱き、将来的に韮崎へ回帰する心を
抱いてほしい。そんな願いから、中学・高校
生の交流拠点「ミアキス」は始まります！

韮崎市民交流センターニコリ地下1階に設置された面積約280㎡の交流拠点。
運営スタッフによる安全管理のもと、中学・高校生が交流や勉強をしたり、少
し上の先輩や大人に出会い、相談したり、そして自らイベントなどを企画したり
することのできる交流拠点。Wi-Fi を備えたフリースペースの他にも、ミーティ
ングルーム、まちの情報コーナー、大人や仕事、世の中の仕組みを知ることの
できるコーナーなどを設け、この空間にいることで自然と情報が入ってきたり、
発見があったりするような仕掛けがたくさんあります。
※利用料は無料ですが、事前に保護者の同意のもと登録をする必要があります。

☆中学・高校生の交流拠点「ミアキス」の概要
ミアキスの名前の由来

ミアキスは犬と猫の祖先という説も

ある木上で生息していた動物で、木

の上に残った種は猫に、地上に降り

た種は犬へと進化したと言われてい

る。これからの選択次第で何者にも

なりうる無限の可能性を秘めた中学・

高校生はまさにミアキスです。

夏休みを利用してミアキスの空間作りなどに参加してみよう
中学・高校生のボランティアスタッフを募集 !
                                                  応募・詳細はこちらから ➡

▲イメージ図

162016.8

カムバック支援事業



ニ
コ
リ

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

イ
ベ
ン
ト
情
報

ニ
コ
リ
主
催
イ
ベ
ン
ト

�

問
合
せ
☎
2
2
―
1
1
2
1

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
毎
年
恒
例
の
小
さ
な
夏
祭
り
！

1
0
0
円
で
楽
し
め
る
遊
び
の

ブ
ー
ス
が
登
場
し
ま
す
。

■
日
時　
8
月
7
日
（
日
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　
1
階
共
用
ス
ペ
ー
ス

■ 

内
容　
人
形
す
く
い
、
輪
投
げ
、

ボ
ー
リ
ン
グ
ゲ
ー
ム
等

夏
休
み
☆
映
画
上
映
会（
無
料
）

「
メ
ア
リ
ー
と
秘
密
の
王
国
」

　
子
ど
も
向
け
の
映
画
上
映
会
で

す
。
お
友
達
を
誘
っ
て
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

■
日
時　
8
月
20
日
（
土
）

　
13
時
開
場・13
時
30
分
上
映
開
始

■
場
所　
3
階
多
目
的
ホ
ー
ル

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル・ヨ
ー
ガ
教
室

　
心
と
体
に
光
を
当
て
た
精
神
性

豊
か
な
ヨ
ー
ガ
で
す
。

■ 

日
時　
8
月
22
・
29
日
、
9
月

5
日
・
12
・
26
日
、
10
月
3
日

　
19
時
30
分
～
20
時
40
分

■
費
用　
6
，
0
0
0
円

■
定
員　
13
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

■ 

持
ち
物　
タ
オ
ル
、飲
料
水
、ヨ

ガ
マ
ッ
ト
（
バ
ス
タ
オ
ル
可
）、

動
き
や
す
い
服
装

■
場
所　
1
階
和
室
会
議
室

■ 

講
師　

ス
ピ
ル
チ
ュ
ア
ル
・

ヨ
ー
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

�

沢
田
美
千
代
先
生

韮
崎
市
地
域
情
報
発
信
セ
ン

タ
ー
営
業
時
間
変
更

　
7
月
～
10
月
の
夏
季
期
間
、
営

業
時
間
（
通
常
9
時
～
20
時
を
）

8
時
～
20
時
に
変
更
し
ま
す
。

大
村
記
念
図
書
館

�

問
合
せ
☎
2
2
―
4
9
4
6

8
月
展
示
①
・
②

■
展
示
期
間　
7
月
30
日
（
土
）

　
　
　
　
　
～
8
月
30
日
（
火
）

①
「
リ
オ
か
ら
東
京
へ

�

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
展
示

　
ブ
ラ
ジ
ル
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

つ
い
て
さ
ら
に
よ
く
知
る
こ
と
の

で
き
る
本
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

②
「
南
極
展
」
展
示

　
南
極
の
自
然
や
動
物
を
写
真
パ

ネ
ル
で
紹
介
。
砕
氷
艦「
し
ら
せ
」

で
活
動
す
る
自
衛
隊
の
衣
服
や
実

際
に
手
で
触
れ
る
南
極
の
氷
、
関

連
の
書
籍
な
ど
も
展
示
し
ま
す
。

　
ま
た
、
海
上
自
衛
隊
に
よ
る
勉

強
会
も
開
催
し
ま
す
。

�

（
無
料
・
予
約
不
要
）

■
「
南
極
の
氷
」
展
示
日

　

 

8
月
6
日
（
土
）・7
日
（
日
）・

　
21
日
（
日
）

■
「
南
極
の
氷
勉
強
会
」

　
8
月
21
日
（
日
）

　
10
時
30
分
～
12
時

　
ニ
コ
リ
2
階
会
議
室
9

「
に
ん
ぎ
ょ
う
げ
き	

	
	

ば
け
も
の
づ
か
い
」

　
ろ
く
ろ
首
、
一
つ
目
小
僧
、
大

入
道
た
ち
が
で
て
く
る
『
ば
け
も

の
づ
か
い
』
を
、
人
形
劇
団
も
も

た
ろ
う
7
が
演
じ
ま
す
。

■
日
時　
8
月
6
日
（
土
）

　
　
　
　
14
時
～
14
時
30
分

■
場
所　
2
階
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

■
参
加
費　
無
料

■
対
象　
幼
児
～
お
年
寄
り
ま
で

「
工
作
遊
び
手
作
り	

	
	

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
」（
無
料
）

■
日
時　
8
月
7
日
（
日
）

　
　
　
　
14
時
～
15
時

■
場
所　
2
階
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

■ 
対
象　
小
学
生
以
下
（
3
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）

■
定
員　
20
名

■
申
込　
カ
ウ
ン
タ
ー
に
て
受
付

朗
読
の
つ
ど
い
（
無
料
）

　
8
月
は
市
内
3
つ
の
朗
読
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
出
演
で
す
。

■
日
時　
8
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　
14
時
～
15
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
2
階
会
議
室
9

■
内
容　
（
作
品
名
・
朗
読
者
）

　
「
ゆ
く
雲
」�

樋
口
一
葉
作

�

朗
読　
小
澤
か
な
め
氏

　
「
ニ
ワ
ト
リ
」�

山
本
文
緒
作

�

朗
読　
渡
邊
恵
美
子
氏

　
「
晩
夏
の
光
」�

藤
沢
周
平
作

�

朗
読　
小
山
喜
美
子
氏

真
夏
の
こ
わ
～
い
お
は
な
し
会

　
真
っ
暗
な
図
書
館
で
落
語
の
怪

談
、
影
絵
紙
芝
居
、
光
る
ガ
イ
コ

ツ
ダ
ン
ス
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら

涼
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　
8
月
21
日
（
日
）

　
　
　
　
17
時
～
18
時

■
参
加
費　
無
料

■
場
所　
図
書
館
・
閉
架
書
庫

■
対
象　
小
学
生
以
下

�

（
保
護
者
同
伴
）

■
定
員　
30
名
程
度

■ 

申
込　
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
た
は
電

話
で
受
付

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

�

問
合
せ
☎
2
3
―
7
6
7
6

星
に
つ
つ
ま
れ
て

　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
演
出
や
ピ

ア
ノ
演
奏
に
つ
つ
ま
れ
な
が
ら
感

じ
る
音
楽
と
語
り
の
世
界
が
、
癒

し
の
ひ
と
時
を
お
届
け
し
ま
す
。

■
日
時　
8
月
29
日
（
月
）

　
　
　
　
10
時
30
分
～
12
時

■
場
所　
3
F
多
目
的
ホ
ー
ル

■
入
場
料　
大
人
1
，0
0
0
円

�

小
・
中
・
高
校
生
5
0
0
円

■
託
児　
要
予
約
1
人
3
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　
2
人
5
0
0
円

■
申
込
・
問
合
せ　
太
田
ま
で

☎
0
7
0
‒
6
5
6
0
‒
2
5
3
6

夏
休
み
中
の
0
歳
児
ひ
ろ
ば
開
館

　
8
月
の
水
・
木
曜
日
は
2
階
イ

ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
を
、
10
時
～
14

時
ま
で
0
歳
児
ひ
ろ
ば
と
し
て
開

館
し
ま
す
。（
休
み
あ
り
、
H
P

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）3
階
支
援

セ
ン
タ
ー
の
利
用
制
限
は
な
く
な

り
ま
し
た
の
で
、
い
つ
で
も
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

武
田
の
里
ラ
イ
フ
カ
レ
ッ
ジ
託

児
付
き
モ
ニ
タ
ー
募
集

　
モ
ニ
タ
ー
に
な
る
と
お
好
き
な

講
座
を
1
回
の
み
、
無
料
で
き
く

こ
と
が
出
来
ま
す
。
お
子
さ
ま
は

講
座
会
場
の
2
階
で
託
児
し
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
受
講
出
来
ま
す
。

■ 

受
講
・
託
児
会
場　
東
京
エ
レ

ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文
化
ホ
ー
ル

■ 

託
児
者　
に
ら
ち
び
ス
タ
ッ
フ

（
保
育
士
）
と
、
保
育
サ
ポ
ー

タ
ー
・
ま
か
せ
て
さ
ん

■ 

持
ち
物　
着
替
え
1
組
、
水
分
、

お
や
つ
な
ど

■
申
込
・
問
合
せ　
横
内
ま
で

に
ら
☆
ち
び
5
周
年
ま
つ
り

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
お
届
け

し
ま
す
！
手
作
り
お
も
ち
ゃ
・

ゲ
ー
ム（
各
1
0
0
円
）も
あ
り

ま
す
。小
学
生
も
入
れ
る
の
で
、み

ん
な
で
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。
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広　報
にらさき

infor
mation

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　
お
知
ら
せ

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給

付
金
の
申
請
は
お
済
で
す
か
？

　
「
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福

祉
給
付
金（
高
齢
者
向
け
）」を
受

給
す
る
た
め
に
は
、
申
請
が
必
要

で
す
。
期
限
ま
で
に
申
請
が
な
い

場
合
は
、
給
付
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

支
給
対
象
に
あ
た
る
方
に
は
、

申
請
書
類
を
5
月
18
日
に
お
送
り

し
て
い
ま
す
の
で
、
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
福
祉
課
へ
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
お
早
め
に
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
請
期
限　
8
月
22
日
（
月
）

�

（
消
印
有
効
）

■
支
給
対
象
者

　
次
の
2
つ
の
要
件
を
満
た
す
方

が
対
象
で
す
。

① 

平
成
27
年
度
分
市
町
村
民
税（
均

等
割
）が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
。

※ 

市
町
村
民
税
に
お
い
て
、
課
税

者
の
扶
養
と
な
っ
て
い
る
場
合

は
対
象
外
。

② 

平
成
29
年
3
月
31
日
ま
で
に
65

歳
以
上
に
な
る
方
。

■
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課 

社
会
福
祉
担
当

�

（
内
線
1
8
1
）

　
募　
集

文
化
ホ
ー
ル
ま
つ
り
2
0
1
6

参
加
者
募
集

■
開
催
日

　
10
月
2
日
（
日
）
10
時
～
16
時

①
カ
ラ
オ
ケ
大
会
出
場
者
募
集

■
参
加
資
格

　

 

13
歳
以
上
の
個
人
ま
た
は
5
名

以
下
の
グ
ル
ー
プ

※ 

応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
。

■
開
演
時
間　
13
時

■
参
加
費　
1
組
2
，0
0
0
円

②
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
出
店
者
募
集
（
出
店
無
料
）

■
出
店
時
間　
10
時
～
16
時

■
場
所　
ホ
ー
ル
北
側
駐
車
場

■
募
集
数　
先
着
20
区
画

※ 

1
組
1
区
画

　
（
18
歳
以
上
の
個
人
・
グ
ル
ー
プ
）

■
区
画

　
4
．
6
m
×
3
．
6
m

　
（
駐
車
場
車
2
台
分
の
ス
ペ
ー
ス
）

※ 

飲
食
物
の
出
店
不
可
。

※ 

出
店
に
係
る
道
具
、
設
備
、
電

源
等
は
各
自
で
用
意
願
い
ま
す
。

■
申
込　
（
①
②
共
通
）

　

 

申
込
書
に
記
入
の
う
え
、
持
参

ま
た
は
F
A
X
で
申
込

　
8
月
3
日
（
水
）
10
時
～

　
9
月
4
日
（
日
）
17
時

■
問
い
合
わ
せ

　
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

�

韮
崎
文
化
ホ
ー
ル

�

☎
2
0
‒
1
1
5
5

�

FAX

2
2
‒
1
9
1
9

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
受
給

者
証
の
更
新
手
続
き
の
お
願
い

　
受
給
者
証
は
、
8
月
31
日
で
有

効
期
限
が
満
了
と
な
り
ま
す
。

　
更
新
の
ご
案
内
を
8
月
上
旬
に

郵
送
し
ま
す
の
で
、確
認
の
上
、手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※  
新
た
に
要
件
に
該
当
す
る
方
も

申
請
書
を
ご
提
出
願
い
ま
す
。

■
支
給
要
件

・  

18
歳
以
下
の
児
童
を
養
育
し
て

　
い
る
ひ
と
り
親
。

・ 

申
請
者
が
市
内
に
住
民
登
録
さ

れ
て
い
る
こ
と
。

・ 

申
請
者
の
平
成
27
年
分
の
所
得

税
が
非
課
税
で
あ
る
こ
と
。

※ 

扶
養
義
務
者
と
同
居
し
て
い
る

場
合
は
そ
の
方
に
も
所
得
制
限

が
あ
り
ま
す
。

※ 

所
得
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方

で
も
、
所
得
税
法
の
一
部
改
正

（
16
歳
未
満
の
扶
養
控
除
廃
止

と
特
定
扶
養
親
族
の
範
囲
縮

小
）
が
な
い
も
の
と
し
て
計
算

し
た
場
合
に
非
課
税
で
あ
れ
ば

受
給
が
で
き
ま
す
。

■
申
請
期
間　
8
月
1
日
（
月
）

　
　
　
　
　
～
8
月
15
日
（
月
）

■
問
い
合
わ
せ

　
市
民
課 

国
保
医
療
担
当

�（
内
線
1
2
7
～
1
2
9
・
1
3
7
）

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
！

　
皆
さ
ん
に
議
会
の
活
動
を
知
っ

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
皆
さ
ん

の
ご
意
見
を
市
政
に
反
映
し
て
い

く
た
め
、
本
年
も
次
の
日
程
で
議

会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
各
地
区
共
通
テ
ー
マ

　

 『
常
任
委
員
会
の
活
動
報
告
に

つ
い
て
』

　

 『
今
後
の
保
育
園
再
編
整
備
に

関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
の
現

状
報
告
に
つ
い
て
』

◇
甘
利
地
区
8
月
21
日
（
日
）

■
時
間　
19
時
～

■
会
場　
大
草
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

◇
韮
崎
地
区
8
月
22
日
（
月
）

■
時
間　
19
時
～

■
会
場　
ニ
コ
リ
1
階
会
議
室

◇
北
東
地
区
8
月
23
日
（
火
）

■
時
間　
19
時
30
分
～

■ 

会
場　
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

　
韮
崎
文
化
ホ
ー
ル
2
階
会
議
室

◇
北
西
地
区
8
月
26
日
（
金
）

■
時
間　
19
時
30
分
～

■
会
場　
清
哲
会
館

◇
穂
坂
地
区
8
月
27
日
（
土
）

■
時
間　
19
時
30
分
～

■ 

会
場　
穂
坂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー

※ 

各
地
区
の
テ
ー
マ
等
に
つ
き
ま

し
て
は
、
8
月
の
地
区
回
覧
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
議
会
事
務
局

�

（
内
線
5
1
3
・
5
1
4
）

熊
本
地
震
義
援
金
受
付
期
間
を

延
長
し
ま
す

　

熊
本
地
震
義
援
金
に
つ
い
て
、

た
く
さ
ん
の
ご
支
援
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
義
援
金
も
受
付

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
併
せ
て
引

き
続
き
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

☆
熊
本
地
震
義
援
金

�

5
，
5
7
1
，
3
8
9
円

�

（
6
月
30
日
現
在
）

■
受
付
期
間

　
平
成
29
年
3
月
31
日
ま
で

■ 

受
付
場
所

　
市
受
付
・
福
祉
課
窓
口

　
平
日
8
時
30
分
～
17
時
15
分

☆ 

義
援
金
は
確
定
申
告
の
際
、
控

除
の
対
象
と
な
り
、
希
望
者
に

は
義
援
金
採
納
証
明
書
を
発
行

し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課 

社
会
福
祉
担
当

�

（
内
線
1
8
0
）

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

■
日
時　
8
月
23
日
（
火
）

　
　
　
　
10
時
～
11
時
30
分

　
　
　
　
12
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　
市
役
所
庁
舎
東
駐
車
場

■
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

☎
0
5
5
‒
2
5
1
‒
5
8
9
1

　
韮
崎
市
献
血
推
進
協
議
会

�
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

�

☎
2
3
‒
4
3
1
0
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■
相
談
時
間　
1
人
30
分
以
内

■
予
約
日　
8
月
15
日
（
月
）

　
8
時
30
分
か
ら（
電
話
予
約
可
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
企
画
財
政
課 

企
画
推
進
担
当

�

（
内
線
3
5
6
）

　
イ
ベ
ン
ト

穂
坂
自
然
公
園
イ
ベ
ン
ト
情
報
！

① 

親
子
紙
飛
行
機
作
り
＆
競
技
会

　

競
技
用
紙
飛
行
機
を
作
っ
て
、

参
加
者
同
士
で
競
争
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

■
日
時　
8
月
13
日
（
土
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

■
定
員　
親
子
10
組（
要
申
込
み
）

■
参
加
費　
2
0
0
円

② 

親
子
で
作
っ
て
遊
ぶ
竹
馬
教
室

　

昔
懐
か
し
い
竹
馬
を
親
子
で

作
っ
て
、
遊
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　
8
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

■
定
員　
親
子
10
組（
要
申
込
み
）

■
参
加
費　
5
0
0
円

③
森
の
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
生
演
奏

を
味
わ
い
ま
し
ょ
う
！

■
日
時　
8
月
27
日
（
土
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

■
定
員　
45
人
（
要
申
込
み
）

■
参
加
費　
1
0
0
円

■
問
い
合
わ
せ

　
穂
坂
自
然
公
園

�

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

�

☎
3
7
‒
4
3
6
2

自
慢
の
か
か
し
を
観
に
こ
お
し
！

　
の
ど
か
な
田
園
風
景
が
広
が
る

円
野
町
恒
例
の
「
か
か
し
祭
り
」。

皆
さ
ん
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
か

か
し
が
立
ち
並
び
ま
す
。

■
展
示
期
間　
8
月
8
日
（
月
）

　
～
9
月
11
日
（
日
）
正
午
ま
で

■
表
彰
式　
9
月
11
日
（
日
）

　
　
　
　
　
13
時
30
分
～
14
時

■
会
場　
つ
ぶ
ら
の
会
館

■
問
い
合
わ
せ

　
円
野
町
か
か
し
祭
り
実
行
委
員
会

☎
0
9
0
‒
1
8
0
1
‒
0
1
9
6

ミ
ニ
企
画
展
「
真
田
信
尹
の
屋

敷
だ
っ
た
！
？
隠
岐
殿
遺
跡
」

　
大
河
ド
ラ
マ
の
主
人
公
・
真
田

信
繁
の
叔
父
に
あ
た
る
真
田
隠
岐

守
信
尹
。
そ
の
名
前
が
地
名
と
し

て
も
残
る
隠
岐
殿
遺
跡
の
出
土
品

を
展
示
し
ま
す
。

　
新
府
城
の
模
型
や
、
夏
休
み
の

自
由
研
究
に
ぴ
っ
た
り
な
昔
の
道

具
の
展
示
も
し
て
い
ま
す
。

■
会
場　
韮
崎
市
民
俗
資
料
館

■
開
館
時
間　
9
時
～
16
時
30
分

　
月
曜
休
館
・
木
曜
午
前
休
館

　
祝
日
の
翌
日
休
館

■
開
催
期
間

　
12
月
28
日
（
水
）
ま
で

■
入
館
料　
無
料

■
問
い
合
わ
せ

　
韮
崎
市
民
俗
資
料
館

☎
0
5
5
1
‒
2
2
‒
1
6
9
6

親
子
で
動
物
と
触
れ
合
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？

　
親
子
動
物
ふ
れ
あ
い
教
室
を
開

催
し
ま
す
。
犬
の
体
の
こ
と
、
ど

う
や
っ
た
ら
仲
良
く
な
れ
る
か
な

ど
、夏
休
み
に
家
族
み
ん
な
で
、来

て
、
見
て
、
触
れ
あ
っ
て
み
ま
せ

ん
か
？

■
日
時

　
8
月
2
日
（
火
）、
10
日
（
水
）

　
10
時
～
11
時
30
分

■
場
所　
山
梨
県
動
物
愛
護
指
導

セ
ン
タ
ー

■
対
象
者

　
小
学
生
お
よ
び
保
護
者

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー

☎
0
5
5
‒
2
7
3
‒
5
0
3
4

職
業
・
住
所
・
電
話
番
号

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
〒
4
0
0
‒
8
5
8
7

　
甲
府
市
蓬
沢
1
‒
1
5
‒
3
5

　

 

山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
総
務
課 

総
務
担
当

☎
0
5
5
‒
2
3
6
‒
5
6
7
1

 k
o

u
h

o
@

y
a

m
a

n
a

sh
i-

iryoukouiki.jp

シ
ニ
ア
の
方
の「
就
職
」を
応
援

　
再
就
職
に
必
要
な
技
能
を
身
に

つ
け
ま
せ
ん
か
？

■
対
象　
就
職
を
希
望
す
る
55
歳

以
上
で
山
梨
県
在
住
の
方

■
講
習
内
容

・ 

調
理
補
助
ス
タ
ッ
フ
講
習（
8
月
）

・ 

パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
養
成
講
習

�
（
11
月
）

■
受
講
料　
無
料

※ 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
が

必
要
で
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
日
建
学
院
山
梨
校
S
p
事
業
係

☎
0
5
5
‒
2
6
3
‒
5
1
0
0

　
相　
談

山
梨
県
弁
護
士
会
主
催
無
料
法

律
相
談
会
（
要
予
約
）

　
9
月
は
市
主
催
の
法
律
相
談
に

加
え
、
弁
護
士
会
主
催
の
法
律
相

談
も
実
施
し
ま
す
。

■
日
時　
9
月
1
日
（
木
）

　
　
　
　
13
時
～
16
時

■
場
所　
市
役
所
4
0
1
会
議
室

■
定
員　
6
名
（
要
予
約
）

ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
制
度
の

募
集
に
つ
い
て

　
市
内
各
所
の
公
園
等
の
公
共
施

設
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
美

化
活
動
を
し
て
い
た
だ
け
る
個
人

又
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
清
掃
に
必
要
な
用
具
の
支
給
や
、

保
険
料
等
の
加
入
費
に
つ
い
て
も

市
で
支
出
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
積
極
的
な
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
建
設
課 

都
市
計
画
担
当

�

（
内
線
2
5
0
・
2
5
1
）

山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
募
集

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
理

解
と
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
き
、

医
療
制
度
の
更
な
る
向
上
を
図
る

た
め
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
デ
ザ

イ
ン
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
内
容

　
高
齢
者
が
楽
し
く
、
明
る
い
生

活
が
で
き
る
イ
メ
ー
ジ
を
も
ち
、

誰
に
で
も
親
し
み
や
す
く
、
か
つ

シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
。

■
応
募
期
間　
8
月
1
日
（
月
）

　
～
9
月
30
日
（
金
）
必
着

■
応
募
方
法
及
び
作
品
サ
イ
ズ

　

 

郵
送（
A
4
サ
イ
ズ
）ま
た
は
メ
ー

ル（
4
M
B
以
内
の
画
像
デ
ー
タ
）

■
記
載
事
項

　
作
品
・
作
品
の
解
説
（
コ
メ
ン

ト
）・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・

★
毎
年
8
月
30
日
～
9
月
5
日
は
防
災
週
間
。
地
域
の
防
災
訓
練
に
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

●国民健康保険より
　7 月に韮崎市国民健康保険で支払った額（保険者負担
額）は、129,307,089 円（前年同月比 6.61% 減）で、
１人あたりの保険者負担額は、17,165 円（前年同月比 
2.73% 減）でした。引き続き健康に気をつけ医療費の
節約にご協力ください。

●市の人口　7 月 1 日現在 （前月比）
　　男　：15,095 人（うち外国人 174 人） 5 人
　　女　：15,276 人（うち外国人 271 人） 10 人
　　計　：30,371 人（うち外国人 445 人） 15 人
　世帯数：12,508 世帯 　31 世帯
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